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市民協働による
「仙台発そなえゲーム」の
開発と普及啓発
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　私たちが住む太白区東中田地区は津波

の被害を大きく受けた名取市閖上の隣の

町で近くの小学校が指定避難所にならな

かったこともあり、法人が運営する仙台

市東四郎丸児童館に250人を越える人たち

が避難してきました。このとき2010年

に、にこにこの家が代表・事務局をして

いる地域の福祉ネット「ほっとネットin

東中田」の講習会で体験していた避難所

シュミレーションゲーム「ＨＵＧ」が役

に立ちました。１回体験しただけではよ

く分からないこともありましたが、「あ

とからたずねてくる人もいるから名簿作

成をすること」「個別の部屋割りをする

こと」の２つを思い出し、実践できたこ

とから「体験の大切さ」を学びました。

また　にこにこの家で５回の炊き出しを

した際に、地域・学校・「ほっとネット

in東中田」の団体が材料や支援物資を提

供してくれたこと、小中高生がボランテ

イアにきてくれ、要支援者の方たちにも

お弁当や支援物資を届けることができた

ことから、「常日頃のつながりの大切

さ」が非常時には役に立つことを実感し

ました。

2011年６月・10月
地域の人たちと「震災の振り返り」２

　そこで　2011年６月、10月と地域の人

たち111人で「震災の振り返り」をしまし

た。「炊き出しの方法は正しかったの

か・必要な情報は伝わったのか・支援が

必要な方たちの居場所はあったのか・近

隣のコミュニケーションが大切・学校や

地域がみんなでつながっておくことが必

要」ということが見えてきました。そし

て、被災地に生きる一人として「東日本

大震災の教訓を伝えていくこと」をして

いくべきと考え、前年の「ＨＵＧ」講習

にかかわってくださった方たちに声がけ

し、実行委員会を2012年３月に立ち上

げ、少しずつ準備をしていきました。

2013年８月
「仙台発そなえゲーム」の誕生３

　2012年８月から、市民協働による地域

防災推進実行委員会としての活動を本格

的に開始しました。実行委員会としては

「東日本大震災の教訓を未来へ伝えた

い」、仙台市市民局としては「市民との

協働を模索していたこと」、消防局とし

ては「自助・共助による防災の普及を目

指していたこと」から【市民協働】で仙

台から発信できたらというみんなの願い

がひとつになり、仙台市市民協働事業提

案制度を通して２年間仙台市役所と仙台

市民が協働してきました。その結果　震

災の教訓を未来へ活かす「仙台発そなえ
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ゲーム」が誕生しました。２年間で会議

は96回。皆さんの意見を参考にしながら

何回も練り直しをして、カタチにしてき

ました。実施会は、東中田地区協力者の

方たちから始まり、仙台市内協力者、ア

ドバイザーの先生方、大学生対象の実施

会を重ね、2013年８月に「仙台発そなえ

ゲーム」が完成しました。

「仙台発そなえゲーム」とは５

　参加者一人一人が仮想の「ある町」に

住む架空の住民になって「災害に備える

ために、自分や地域に何が必要か・何が

できるか」について考えながら実践的に

防災・減災を学ぶことができる体験型の

ボードゲームです。三色のカードがあ

り、「災害時にあったらいいな」と思う

物、「地域にあったらいいな」と思う事

柄、「自分ができたらいいな」と思う活

動を選んでマップの地域においていきま

す。そうすると「みんなのそなえの町」

が生まれます。

　防災のことばかりでなく、人のつなが

りゲームになっていることが「仙台発そ

なえゲーム」のよいところかなとも思っ

ています。教えてくれたのは体験してく

ださった皆さんです。

　それが「仙台発そなえゲーム」です。

防災世界会議パブリック・フォーラムの

東北防災・復興パピリオンで復興局と共

に「仙台発そなえゲーム」を発表し、

テーマ館「市民協働と防災」ではシンポ

ジュウムと実施会を、「高齢者と防災」

（体験教室）では実施会を開催するな

ど、全国の方や外国の方へ「仙台発そな

えゲーム」を伝えることができました。

201３年 ８月から
「仙台発そなえゲーム」の普及活動４

　完成してからは、町内会や学校、市民

センター（公民館）等で普及活動に取り

組んできました。「仙台発そなえゲー

ム」は仙台市内及び県外へ防災ツールと

して、小・中学校や高校での防災教育へ

そして、消防大学校の教材に掲載される

など歩みのあるゲームとなってきまし

た。「せんだい防災のひろば」にも参加

し、2014年から「ファシリテーター養成

講座」も実施しています。2013年は仙台

市内で36回の実施会、2014年は東京都板

橋区や石川県などでも実施会を行うなど

全国への足がかりをつかむことができま

した。また「仙台市防災ボランティア」

表彰、「総務省・消防庁防災まちづくり

大賞」を受賞するなど励みになることが

続きました。そして　2015年３月、国連

　2012年８月から、市民協働による地域

防災推進実行委員会としての活動を本格

的に開始しました。実行委員会としては

「東日本大震災の教訓を未来へ伝えた

い」、仙台市市民局としては「市民との

協働を模索していたこと」、消防局とし

ては「自助・共助による防災の普及を目

指していたこと」から【市民協働】で仙

台から発信できたらというみんなの願い

がひとつになり、仙台市市民協働事業提

案制度を通して２年間仙台市役所と仙台

市民が協働してきました。その結果　震

災の教訓を未来へ活かす「仙台発そなえ
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国連防災世界会議テーマ館「市民協働と防災」での実施会

～自分でそなえる・みんなでそなえる・
　　つながって未来に活かすあらたな防災～


